
 
 
 
 
 
 

川崎市は川崎南・川崎北労働基準監督署と協力し、合同で川崎市内の事業場を訪問して啓発活動を行う安全啓発パ
トロールを実施することで、労働災害防止の啓発活動を推進しています。 

今年度は、安全衛生活動の優良事業所である「メビウスパッケージング株式会社 川崎工場」の作業現場を訪問し、労働
災害防止の取組を確認するとともに、講評等を行いました。 

今回のパトロールをきっかけとして、川崎市内の事業場で働く皆様が労働災害防止の重要性についての認識を深め、より安
全で快適な職場環境の整備に積極的に取り組んでいただきますことをお願いいたします。 
 
１ 実施日 
 令和６年 11 月６日（水） 
 
２ パトロール対象現場 

名  称︓メビウスパッケージング株式会社川崎工場 
川崎市川崎区浮島町 11-１ 

 
３ 業務内容 プラスチック容器を製造しています。 
 
４ 実施者 
  川崎市経済労働局長 川崎南労働基準監督署長 川崎北労働基準監督署長 
 
５ 取組状況 

リスクアセスメントを用いた安全管理のほか、健康経営にも取り組んでおり、令和５年度神奈川労働局長奨励賞を受賞し
ています。 

食品用の製品も扱う工場であることから、工場内は、清潔に保たれており、専用の保護衣に着替え、エアシャワー等を経由し
てパトロールに臨みました。 

機械装置の可動域に接触することがないよう覆い等が設けられており、本質安全化を推進し、危険の見える化や労働者の
安全意識高揚のための取組などの説明を受けました。 
  

 
 
              

川崎市及び川崎南・川崎北労働基準監督署の 

合同安全啓発パトロールを実施しました 

安全啓発パトロールを実施した川崎工場  川崎市経済労働局 久万局長あいさつ 
  



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

掲示板を確認︕同じＫＹシートでリスク抽出 
複数の部署のリスク評価が比較できます。 

機械装置は、本質安全化を推進しています。 
安全装置の動作確認も行いました。 

労働災害防止の取り組みの一部をご紹介します 

問いかけ巡視の一例 
職場巡視時には、積極的に声をかけて危険要因等の把握に努めています。 

注意喚起表示を確認︕危険の見える化を推進 
ブザーやパトランプも併設されています。 

危険体感（感電）機材 
危険感受性の高揚に努めています。 


